
報道発表資料 

報道機関各位 

令和６年１月 10 日 

三条市

 
 
 
済生会新潟県央基幹病院の開院を直前に控え、実施している周辺のアクセス

道路や公共交通機関の整備が順調に進んでいます。 

また、市外から三条市に移住し、看護師等として市内の医療機関に就業した方

に就業・移住支援金を支給し、同病院等の職員確保の支援も行っています。 

 

【本件のポイント】 

●済生会新潟県央基幹病院開院に向け、実施する周辺アクセス道路と公共交通

機関の整備が順調 

 

【本件の概要】 

１　周辺のアクセス道路の整備 

１分１秒でも早く救急患者を病院に搬送し、命を守り抜くためのアクセス道

路の供用を開始しました。 

供用開始した道路 

・市道大島 164 号線（令和５年３月供用開始） 

・市道上須頃 257 号線（令和５年 12 月供用開始） 

・市道上須頃 258 号線（同上） 

・市道上須頃 259 号線（同上） 

 

　　 

　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

済生会新潟県央基幹病院周辺のアクセス道路と公共交通機関の整備が順調



【問合せ】三条市建設部 建設課　建設管理係　　　　高野　電話：0256-34-5713 
三条市市民部 環境課　生活安全・交通係　篠田　電話：0256-34-5574 

　　三条市福祉保健部 健康づくり課　健診係　早川　電話：0256-34-5443

引き続き、開院後の交通需要の変化を見越し、長岡市方面からのアクセス道路

となる上須頃 262 号線の整備や市内幹線道路の渋滞緩和等を進めています。 

 

２　周辺の公共交通機関の整備 

　　バス等の公共交通機関を整備し、病院への往来ができるようにします。 

　(1)　循環バスぐるっとさん 

　　　３月１日（金）から「済生会新潟県央基幹病院」の停留所を設置し、通過

するバスの運行を開始します。 

　　※時刻表や具体のルートは追ってお知らせします。 

 

　(2)　デマンド交通ひめさゆり 

　　　３月１日（金）から「済生会新潟県央基幹病院」の停留所を設置します。

市内 631 か所あるデマンド交通ひめさゆりの停留所と同病院との往復に利

用できます。 

　　　市内の市街地エリアからは、昨年 10 月に運行開始した、乗り合いにより

運行する AI オンデマンド「のるーとさんじょう」の利用ができます。 

 

■AI オンデマンド「のるーとさんじょう」 

誰もが使いやすく、地域の活力を支える地域公共交通を目指して、まずは市

街地エリアに導入しています。AI によって最適な配車を行い、乗り合いによ

って運行しています。利用者は都合に合わせて予約でき、エリア内を一律 500

円で移動できます。利便性の高さから、運行開始から利用者が増加中です。 

　　　 

３　看護師等の確保支援 

　　済生会新潟県央基幹病院を含めた市内の医療機関に就業する看護師等の確

保の支援を行っています。同支援を利用して市内に移住し、済生会新潟県央基

幹病院に勤務する看護師も一定数います。 

　　 

　　三条市の就業・移住支援金事業 

(1)　対象・支給額 

看護師又は准看護師として医療機関に勤務する方 1人につき 50 万円 

(2)　申請期限・申請方法 

３月 15 日（金）までに、健康づくり課に申請書を出してください。 
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